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研究成果の概要（和文）：　本研究は、パレスチナ／イスラエル紛争をめぐる両社会の歴史認識論争の中で生み出され
てきたパレスチナ人の歴史記述の重要な特徴を明らかにした。その特徴とは以下の3つである。第一に、1948年のイス
ラエル建国により崩壊したパレスチナ人村落についてはオーラルヒストリーによる地誌が量産されされてきた点、第二
に、これらの地誌は公式の文字史料中心のイスラエルの歴史記述に対抗するために生み出されてきた点、そして第三に
、多様なパレスチナ人民族アイデンティティの表現の場となっている点である。

研究成果の概要（英文）：　This study reveals three important characteristics of the Palestinian 
historiographies that have been created within the historical dispute among the Palestinian and Israeli 
historians concerning the conflict. Firstly, a large number of topographies of the Palestinian villages 
that have been destroyed in 1948, when the State of Israel was established, have been published based on 
oral history. Secondly, these topographies were published in order to counter the Israeli histriographies 
that mainly depend on written official documents. Lastly, such topographies have served as a forum of 
presenting diverse forms of the Palestinian national identities.

研究分野： パレスチナ／イスラエル地域研究

キーワード： パレスチナ　イスラエル　歴史認識　オーラルヒストリー　ナクバ
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）19 世紀末、反ユダヤ主義とナショナリ
ズムの高揚を背景として、一部のヨーロッ
パ・ユダヤ人の間でパレスチナ（シオン）に
おけるユダヤ人国家の復興を目標に掲げた
ナショナリズム運動、すなわちシオニズム運
動が誕生した。シオニストたちはパレスチナ
への入植活動を開始し、1948 年、ついに運
動目標であったイスラエルの建国を果たし
た。しかし、イスラエル建国は、先住者パレ
スチナ人の組織的追放によって達成された
ものであり、以降パレスチナ人は 60 年以上
離散、被占領、難民化の歴史を歩んできた。
パレスチナ人社会では、この 1948 年という
年は「ナクバ（アラビア語で「大災厄」の意
味）」と呼ばれている。 

 
（２）パレスチナ人社会では、ナクバの歴史
研究を通してその因果関係を説明すること
は、難民の故郷への帰還の権利（難民帰還権）
を要求するための重要な作業となっている。
しかし、ナクバの歴史研究における問題は、
ナクバを伝える史料も離散してきたという
点にあった。それゆえ、パレスチナ人は長年
のイスラエルの公式見解、すなわち、パレス
チナ人はシオニストの組織的追放によって
ではなく彼らの社会の指導部から出された
退去指示に従って土地を離れたとする主張
を切り崩せないままであった。 
 
（３）ナクバの歴史研究は 1950 年代に残さ
れた史料を活用するかたちで始まる。主たる
作業はイスラエル建国によって破壊された
300 以上の村を再構成する地誌研究であった。
しかし 1980 年代以降、ナクバ体験者の地域
性や階級性、ジェンダー、世代間差異などを
焦点化する必要性が唱えられ、より幅広い民
衆の証言の集積、すなわちオーラルヒストリ
ーが重視されるようになった。 
 
（４）しかし、オーラルヒストリーにおいて
重要となってくるのは史実性、すなわち語ら
れた内容が事実であることが確認できるか
否か、である。この点はイスラエル人歴史家
たちがパレスチナ人の証言の史実性を一切
認めない立場を貫いているという、政治に規
定された学術的状況においてはとりわけ深
刻な問題である。そして近年のパレスチナ人
の歴史研究では、地誌やイスラエル側の史料
と照合させながら証言の分析が行われるよ
うになってきた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、紛争下パレスチナ人社会
におけるオーラルヒストリーの構築過程を
明らかにすることである。パレスチナ人のオ
ーラルヒストリーの方法論、実態、課題の調

査を通して、パレスチナ人の歴史研究の知的
現状を明らかにする。 
  
 
３．研究の方法 
 
 離散状況にあるパレスチナ人社会は地域
的にも広がりをもっているが、本研究では、
イスラエルとの対決の「前線」に位置するヨ
ルダン川西岸地区（以下、「西岸」）における
パレスチナ人の歴史研究を対象とする。（ガ
ザ地区に関しては渡航が困難な状況にあ
る。）具体的には、1980 年代から西岸に位置
するパレスチナ人の大学、ビル・ゼイト大学
で進められてきた破壊されたパレスチナ人
村落について出版されてきた地誌シリーズ
を取り上げる。これらの地誌シリーズは「破
壊 さ れ た パ レ ス チ ナ 人 村  al-Qurā 
al-Filasṭīnīya al-Mudammara」シリーズと
して出版されており、地理学者 Kamāl ‘Abd 
al-Fattāh、人類学者 Sharīf Kanā‘nā、歴
史 家 Sālih ‘ Abd al-Jawād(Saleh 
Abdul-Jawad)らによる学際プロジェクトと
なっている。パレスチナ人のオーラルヒスト
リー研究のなかでも、もっとも組織化・制度
化されたものである。同シリーズでは、破壊
された村ごとの証言が 1 冊におさめられ、こ
れまでに 27 冊、つまり 27 村についての地誌
が出版されてきた。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）科研費の受給により、通算 1年 3か月
の現地長期調査が可能となった。これにより
ビルゼイト大学から出版された地誌シリー
ズ全巻の収集、歴史家たちへのインタビュー、
パレスチナ難民への聞き取りを通して、方言
の引用を多用するオーラルヒストリーにつ
いての読解・分析に必要な知識の習得ができ
た。 
 
（２）本研究の成果については、口頭発表・
講演会発表・研究ノート発表の形を発信して
いる。本研究を国内外の研究に位置づけると、
ローカルな形で生産・消費されてきた数多く
のパレスチナ人のオーラルヒストリーの変
遷を概観し、ナショナルな歴史認識論争の文
脈に位置づけなおした点にその新規性があ
る。とくに国内の研究のなかではパレスチナ
人のナクバのオーラルヒストリーの重要性
が指摘され続けながらも、それを対象とした
研究は存在してこなかった。また、海外の研
究においても、これらのオーラルヒストリー
の特徴は、多様かつ外部からの研究者にとっ
ては難解な各地域・村落の方言によって記述
されている部分が多いという点から、まだ十
分に着手されていない研究分野となってい
る。 
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